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拳法会で得たものは、日常生活に生かせる。

武道ほどステータスが高いものはない

2021年3月吉日

正体不明の新型コロナウィルス禍で「自粛」したり「稽古中止」したりしてきました。その結果、

「体調不良」「会員の減少」「技術の低下」など様々な問題が生まれました。ここで学んだ事は、

「逃げて身を潜めているだけでは、失うものがあっても得るものは、何一つないという事実でした。

「活動継続の中での感染症防止」を掲げ世界の拳法会は、邁進しています。

2021年新型コロナウィルス禍における

世界の拳法会Familyたち！

逃げていては、何も生まれない！



2021年6月6日の高段者昇段審査の論文テーマは、「山鹿素行の元禄期の武士道」です。

審査に先立ちZoomによるOnline講座を行いますのでみなさんご参加ください。

講師　船津明生　　　名古屋大学大学院卒
学術博士

博士論文：明治期の武士道についての一考察
著書に「その声を変えなければ結果は出ない」などがある。

生涯スポーツ、生涯武道・中学部活動の問題を探る！
中学生の2割がスポーツ嫌いになり！半数近い46％が高校に進学すると運動をしない！

昇段審査Online講座「山鹿素行の元禄期の武士道」 講師 船津明生

日本人の魂！武士道（武道）を学ぼう！

文部科学省スポーツ庁は、生涯スポー

ツの観点から中学生の20％が「スポー

ツ嫌い」 中学を終えると半数が運動

部活動を継続しない現実から学校改革

と共に部活動の改革を令和5年にむけ

具体的な方針を打ち出した。現状では、

「ブラック部活動」などにより網の目潜り

抜けようとする悪質な指導者もいて更

なる改革推進が望まれている。

スポーツのエンタメ化（娯楽化）が学

校教育体育にも深く影響を及ぼしてい

る。

地域スポーツに加入していれば、部活

に参加しなくてもよい。


